
平成 31 年 3 月大綱質疑 （案）                      公明党議員団  13 番 野崎正志 

 

「議⾧ 13 番」 

それでは、議⾧より発言の許可を頂きましたので、公明党議員団を代表して、大綱質疑を

行わせていただきます。よろしくお願いいたします。 

まず、施政
しせい

方 針
ほうしん

より何点かの質問をいたします。 

はじめに、 

◯P4 (「ものづくりのまち」の更なる深化)では、 活 況
かっきょう

を 呈
てい

しているこのまちの経済の

足 枷
あしかせ

になりかねない人手不足に 対 処
たいしょ

するため、独自の 求 人
きゅうじん

情 報
じょうほう

発 信
はっしん

ウエブサイト

「三条おしごとナビ」を着実に運用すると述べられていますが、いつ開設するのか、何社、

参加していくのか。お伺いします。 

 

◯P5 (安全、安心な暮らしへの更なる追求)では、 垂 直
すいちょく

避難
ひなん

では安全が確保できない地

区の方々の避難
ひなん

行 動
こうどう

等
とう

をより適切にサポートするためにこの度改訂した「豪雨災害対応

ガイドブック」に関する説明を始め、各種災害への 備
そな

えや適切な対応の重要性などを伝え

る研修や講演を全市で継続的に実施してまいります。と述べられています。このガイドブッ

クの改訂はどのようなポイントの改訂なのか、研修や講演を全市にして行くとしています

が、具体には、どのような取り組みはどうするのか。お伺いします。 

 

◯P7 (若年層の 転 出
てんしゅつ

抑 制
よくせい

)では、いよいよ本年 1 月に施設
しせつ

建 設
けんせつ

に着手した医療系高等

教育機関にあっては着実な施設整備はもちろんのこと、教員や学生の確保をはじめとする

運営事業者の 諸 般
しょはん

の準備等に全面協力し、来年 4 月の開校を万全の形で迎えることができ

るよう取り組んでまいります。と述べられています。学生募集や学校名等の具体的スケジュ

ールについて、また、奨学金はどう考えているのか、お伺いします。 

 

◯P11 (「一極集中」思考の転換)では、地域おこし協力隊などによる各集落での活動やソ

ー シ ャ ル ビ ジ ネ ス の 立 ち 上 げ に ノ ウ ハ ウ を 有 す る 民 間 と 連 携 し た 地 域 お こ し



起 業 家 等 育 成
きぎょうかとういくせい

・誘致
ゆうち

事 業
じぎょう

を通じて地域課題の把握
はあく

、解決に取り組んでまいります。と述

べられています。今までの成果や、事業の取り組みは何なのか、事業はなにか、お伺いしま

す。 

◯P14 (総務、文教関連施策)では、教育、子育て環境の充実については、本年 10 月から

全国で実施が予定されている幼児教育、保育の無償化に向けて万全の体制を整いてまいり

ます。と述べられています。具体的な内容や保護者への説明のスケジュールはどうか。お伺

いします。 

 

◯P16 (市民、福祉関連施策)では、全国的に感染の拡大が問題となっている風しんの予防

対策として、抗 体
こうたい

保有率
ほゆうりつ

低い世代の男性を対象に、抗 体
こうたい

検査
けんさ

やワクチン接種を実施いて

まいります。と述べられています。具体的な取り組みについて、お伺いします。 

 

◯P17 (経済、建設関連施策)では、インバウンド戦略として、我が国への旅行者全体に占
し

める割合の高い台湾と中国にターゲットを 絞
しぼ

り、台湾にあっては、旅行先の選択行動に大

きな影響を及ぼしている現地メディア等を対象としたファムトリップを、また、中国にあっ

ては、 近 年
きんねん

富裕層
ふゆうそう

で関心が高まっている伝統文化等の体験と健康診断を組み合わせたツ

アーを実施するなど、それぞれの実情を踏まえた集客に取り組んでまいります。と述べられ

ています。具体的な集客目標は、どの様にとらえているのか、また、具体的の戦略、イメー

ジはどうか。外国語の表示案内はどのように考えているのか、お伺いします。 

最後に、 

◯P17  社会インフラの 適 正
てきせい

な維持
い じ

管理
かんり

はもとより災害時において重要な役割を担う地元

建設業者の安定的な経営を支えるため、建設機械の運転等に係る資格
しかく

取 得
しゅとく

を引き続き支援

するとともに、今後の 建 設
けんせつ

需 要
じゅよう

等
とう

を見据え、建設技術者の育成策や若年世代の取り込み

など、必要な対策の検討を進めてまいります。と述べられています。 

資格
しかく

取 得
しゅとく

の支援の成果や建設技術者の対策はどう考えているのか、お伺いします。 

 

以上で大綱質疑を終えます。 


